（Ｈ27年7月）

· 朝型勤務「ゆう活」がスタートしました！　
７月１日から8月31日までの２ヶ月間、原則すべての国家公務員を対象に、勤務時間を１～２時間前倒しにする「ゆう活（夏の生活スタイル変革）」がスタートしました。
【「ゆう活」の具体的内容】
●通常8：30～9：30の始業時刻を１～２時間程度早めて7：30～8：30とし、終業時刻を16：15～17：15等とする。なお、官庁執務時間（窓口応対時間）は8：30～17：15で変更しない。（サマータイムと異なり、毎日全員が早朝出勤する取組みではない）
●早朝出勤の職員は、所定労働時間勤務後に、原則として定時退庁する。
●期間中の毎週水曜日は、霞が関等において遅くとも20：00までに庁舎の消灯を励行する。また、期間中は政府全体で原則16：15以降に会議を設定しない等の取り組みを徹底する。
●早期退庁、業務効率化等を推進し、省全体として残業の縮減を図る。
ただし、どうしても実施困難な職員もいることから、対象職員の範囲は、業務の特性や職員・組織の状況を考慮して各府省等で判断することとしています。ちなみに、「実施が困難なことが想定される職員」の例は以下のとおりです。
①交替制勤務など、業務の性質上実施が困難な職員
②育児・介護など本人の事情により実施が困難な職員

③実施することにより、確実に行政サービスの低下につながる職員
④業務の繁忙期となることが予め見込まれ、早朝出勤するものの定時退庁できず、結果的に確実に労働時間の増加につながる職員

【「ゆう活」実施の狙い】
●日照時間の長い夏の期間、勤務時間を前にシフトし、夕方からの時間を有効に活用して生活を豊かにしていく。
●長時間労働を美徳としてきた男性型生活スタイルや意識を打破し、政府が率先して取組みを進めることでワーク・ライフ・バランスの実現を図る。
●業務の無駄を徹底的に排除し、短時間で今まで以上の業務量をこなし、生産性を上げる。
●職員の士気の向上を通じて、国民への行政サービスの維持・向上につなげる。
【「ゆう活」ロゴのコンセプト】

●夕焼け時に悠々とした時間が生まれる。友人と会える。遊ぶ時間が増える。
●家族で過ごす優しい時間ができる。新しい人・物・ことと自分が結ばれる。
政府が主導したキャンペーンでは、2005年の「クール・ビズ」（ＣＯＯＬ ＢＩＺ）が記憶に新しいところですが、2年後に行ったアンケートではその認知度が90％以上でその実践率も約46％と高く、10年経過した今ではすっかり世の中に定着し、何の違和感も感じられません。今回の「ゆう活」は、先ず手始めに国家公務員を対象として行われますが、「クール・ビズ」と同様に世の中に浸透するかどうか注目されるところです。政府は「個々人が、それぞれのライフスタイルに合わせて仕事ができるようになることが最終目標である」と言っていますが、その成功の鍵は、経営トップや管理職層の本気度や理解度にかかっているように思えます。
（工藤克己）
